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〇 統括庁が使用する「感染症危機管理対応訓練」の名称について

１



「感染症危機管理対応訓練」の概要（経緯・位置付け）

○ 平成25年の新型インフルエンザ等特措法施行以降、毎年、『新型インフルエンザ等対策訓練』
として、総理・全閣僚をメンバーとした「政府対策本部会合(訓練)」を実施。
（令和２～４年度は、コロナ対応のため実施せず。）

○ 内閣感染症危機管理統括庁の発足（令和５年９月１日）に伴い、コロナ対応の教訓を踏まえ、
令和５年度より『感染症危機管理対応訓練』として「政府対策本部会合」を含む一連の訓練を再開。

平成25年～『新型インフルエンザ等対策訓練』
（「政府対策本部会合(訓練)」を実施）

令和５年～『感染症危機管理対応訓練』
（拡充した一連の訓練を実施）

１ これまでの経緯

２ 位置づけ
○ 政府としての狙い

感染症有事における政府の初動対処等を確認
〇 国民へのメッセージの発信（平素からの正しい情報の普及）
・ 新型ｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞ以外の感染症においても、政府は準備に万全を期している。
・ 感染症によって感染性等は大きく異なる。正しい情報を正しく理解することが重要。
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